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ASLE―Japan/文学・環境学会

第 6回全 国大会 のお知らせ
秋の全国大会が京都で開かれます。研究発表は日米英仏関係の6名、研究発表第 3部

<世界各地の多様な環境文学>は役員会での提案に沿った新企画です。シンポジウムの

主題は「国立公園の自然と里山の自然」、また特別講演には長良川河口堰運用開始後 5

年目にあたリアウトドアライターの天野礼子氏をお迎えします。恒例のエクスカーショ

ンは比叡山を目指します。皆様のご参加をお待ちしています。

場所:京都教育文化センター
(〒606-8397 京都市左京区聖護院り|1原 町4-13 Te1 075-771-4221 Fax:075-771-422И )

日程:20001年 10月 15日 (日 )-16日 (月 )

16夕～17日 (エクスカーション):比叡山やま歩き
16日  閉会の後、大原に移動し一泊、翌朝、比叡山に登ります。

プログラム概要
10月 15日 (日 )午 後1:00 受付開始

1:30   開会

1:40--2:10 総会

シュレーゲルアオガエル

研 究 発 表 第 1部 2:10--4:09

(発表1)松永京子    「LeJie Marmon Silkoの作品にみるアメリカ南西部」

(発表2)高橋 勤    「堕落の地としてのアメリカー…18世紀アメリカにおける自然表象とナショナ

リズムーー」

(発表3)若松美智子   「」.M.Syngeと 自然――反キリスト教的価値の探究」

研 究 発 表 第 2部 4:25-5:44
(発表4)Edward Haig  「環境言説の批評的分析に対する体系機能文法の応用」 (The AppucatiOn of

Systemic―Functional Grarnmar to the Cntical Analysis of

Environmental Discourse)

(発表5)高橋昌子    「虫か ら見える宇宙と私―一―一尾崎―雄

の作品とネイチャーライティング」

懇親会  6:00--8:00
7オゲイプヨウ
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10月 16日 (月 )

研究発表第 3部 9:00-9:40=― 世界各地の多様な環境文学===

(発表6)篠田知和基   「フランスの環境文学と自然観」

シンポジウム  10:00--12:00 司会 :加藤 貞通

「国立公園の自然と里山の自然」

報告1「アメリカの国立公園と日本の国立公園」

加藤  則芳  (ア ウトドアライター)

報告 2「 日本近・現代文学における里山」

米村 みゆき (日 本学術振興会特別研究員、日本近。現代文学)

報告 3「社会経済的観点から見た野性的自然と生活日の自然の今後」

岡島 成行  (青森大学教授、日本環境教育フォーラム常務理事)

特別講演    午後 1:30--3:00

天 野  lL子  (ァ ゥトドアライター)

「環境保全運動と書くことについて」

ヨンパリ RRい。」。と1漁
`υ `

ブルーギ ル

H頁を除いて全頁、イラス トはケビン・ ショー ト著

『ケビンの里山自然観察記』 (講談社)よ り
閉会 3:05

EXCURSION TO OIIARA&ヽ ぼ .HIEY:(16日 夕)大原泊― (17日 朝)比 看叉山 パ,ま 」卜き

エクスカーションの申し込み先 :別紙の案内をご参照ください。

(郵便でどうぞ )

(大会問い合わせ先)

西村頼男

ニホンアカガエル

フラツクノくス

カロ藤メ:itt E― mall: h44558a@nuccocc.nagOya― u.acjp Te1 /Fax:052-789-4188
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ISL3m~集過程にみる

研究者、教師、そして出版社との関係

山城 新 (ネヴァダ大学リノ校大学院)

アメリカでのネイチャーライティング関連の研究は

ますますその幅を広げている。1998年 12月 のサンフ

ランシスコMLA定例会で 「エコクリティシズム」につ

いてのセッションが設けられたのを皮切 りに、99年に

はPF燿24や Aむw3“町 i″sこo森 どの知名度の高い

学術誌でエコクリティシズムの特集が組まれた。 掲載

されている研究者らを一瞥してみてお気づきになると

思うが、これまでこの分野で先導的な役割を旺たして

きた研究者に加えて、更に米文学の分野でも著名な研

究者たちがエコクリティシズムの方向性を論じてい

る。もちろん中にはこの分野の趨勢を批判的に見る研

究者もいるが、全体的に論文の語気

から受ける印象は、ネイチャーライ

ティングそしてエコクリティシズム

研究が米文学研究の中でいよいよそ

の存在感を増しているということで

あろう。

その傾向はもちろんネイチャーラ

イティング、エコクリティシズム含

めた環境関連の活発な出版状況をみ

ても明らかである。この分野関連の

アンソロジーは大学テキス ト用ある

いは一箱読者への概説書として、 ト

ピック、ジャンル、時代、あるいは

地域腹に様々な観点から再編されて

いるし、復刻版などが刊行される

と、それと同時進行的にその批評論文集やその作家の

シリーズ物などが刊行し始める。そして何よりも、次

から次へと新人作家による作品が出版され、常に新し

い作品が本屋の「ネイチャー」コーナーを賑わせてい

る。 アメリカの出版業界は大手の出版社によって市

場を操られてはいるが、ネイチャーライティングに関

して言えば、中小規模の出版社 (例えば「Island

Press」 、 「Mttweed」 等)や大学出版社が研究者

(専 ら大学研究者)と密接な関係を結びながらこの分

野を盛り上げているといえる。では今回は、この分野

の研究者や教師と出版社の関係について、lSE
(五nじerdisclpharン r sιudies in Iブ船raιure and

Er2ゞkmmenめの役割を説明 しなが らその舞台裏を簡

単に紹介 してみたい。

6LEは ご存知の通 リネバダ大学 リノ校のスコッ ト・

スロビック教授 (Scott Slovic)の 運営するCEAH
(Center fOr Environmental Arts and Humanities)

を本拠地としたASLE―US(Association for the

Study of Literature and Environment)の 機関誌

であるが、このISEの編集と出版の過程は主に編

集部と書評部に分かれて機能している。編集部は

編集主任を現在ネバダ大学博士課程の学生のスー

ザン・ルーカス (Susan Lucas)が勤め、その下で

更にこの大学の院生がボランティアで原稿の校正

やレイアウトを担当したりする。書評部はマイ

ク・プランチ教授 (Michael P.Branch)が 書評の

編集とIS麟 末の文献リス トの作成を取 り仕切

り、その下で同様に院生がポランティアで書誌情

報を加えたり、文献目録を整理してデータベース

に入力したりする作業を行っている。スロビック

教授の元に送られてくる原稿は一年でおよそ100-

150だそうで、同様に、一年に書評部で扱うネイ

チャーライティング関連の出版物は大まかに言つ

て50-80冊。単純に言つてそれだけの情報がここ

にあるのだ。

具体的にもう少しISIEへの情

報の流れをかいつまんで説明しよ

う。スロビック教授がディレク

ターを勤めるCEAHは積極的にあ

らゆるネイチャーライターや研究

者をキャンパスに招聘し、あらゆ

るイベント (Great Basinブ ック

フェスティバルや例えヤ食 oヾrth

たIle五 can lnterdisciphnary

Conference on Environment

and Commu」 ty等の学会)を主

催、支援し、リノをネイチャーラ

イティング研究に留まらない、大

きな学際研究機関として盛り上げ

ている。CL唄が支援するイベントは大学の書店

が中心となり、他の出版社や大学にスポンサーを

依頼し、積極的に招聘される作家や研究者の出版

物を揃えて聴衆に宣伝し販売する。このような

「流れ」によって、更に情報は必然的にリノに集

まってくるようになるのだ。書評部のプランチ教

授はほぼ全ての書誌情報誌や新刊情報誌に目を通

し、この分野に関係のありそうな本があれば、直

接その出版社にISLEの 書評用に送ってくれるよう

に依頼する。その結旺集まった書籍が巻末にに掲

載されている書誌情報なのだ。

もちろん、研究者や作家や出版社が直接IWEで
の書評用に新刊を送ってくる場合もあるが、いず

れにせよ、こうやって送られてきた本は今度はす

べて院生によって書誌情報を加えられ、6LEに掲

載される。それだけに留まらず、書評部は最後に

ガマスミ
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それぞれの掲載された書評を全てコピーし、その出版

社にISLEの掲載例として (あ るいは証拠として)手紙

で謝辞を添えて送付する。数ヶ月ごとにこのサイクル

が続けられると、自ずと出版社の方から積極的に出版

情報を送ってくるようになるというわけだ。このよう

にして集められた書誌は'βLE図書"と してプランチ教

授のオフィスに所蔵され、書誌情報はコンピューター

に保存、整理されて、学生やまたヤ』ASLE―USのデー

タベース用に更に利用される仕組みである。もちろん

書籍に限らず、ジャーナル、ニューズレター、ビデオ

類なども同様にISLE書評部の管轄の下、整理保存さ

れている。 因みに最近のASLE16 Nし wsieιισでの

出版情報も6鵬 評部のデータベースからのものであ

る。

この「流れ」の利点はいくつかある。まず、学生が

ボランティアで働く事によって学生自身が現場での経

験を培う事が出来るということである。ISLEの編集の

過程において、出版社や作家と直接に関係をもちなが

ら現場を体験し、研究者として実践的な能力を高めて

いくだけではなく、就職の際に有利な経験になるので

ある。更に、出版社と関わりを持ち、「コネ」を積極

的につくることで、それぞれの論文なり研究なりを出

版する機会が生まれてくることも重要な利点である。

出版社を知ることで、その出版社がどういう分野

に興味を持っていて、どのような読者層を持つかが

分かってくるし、その出版社の性質が分かれば出版

の機会は自ずと増えてくる。 ブランチ教授が積極

的に出版社との繋がりをつくる過程は上述したが、

出版社自体も研究者や教師と積極的に接触すること

で将来のマーケットの動きを占うことが出来るので

あり、いわばこれは一つの共存的な関係である。

このように、アメリカのネイチャーライティング

は研究者、教師、出版社の協力関係によって支えら

れているとも換言できよう。もちろん、環境作品を

扱うからと言って、それは必ずしも環境問題の一つ

の大きな原因でもある人間の「消費活動」から免れ

るものではない。環境をただ素材として扱うことで

研究者や出版社が環境を単に「商品」として扱う危

険性も否めない。しかし、研究者、教師、そして出

版社などの企業団体それぞれが、環境問題という一

つのテーマに向けて全体的に、協力しながら働きか

けていくことはこの分野の持つ一つの希望のように

思える。

1999年度 ASLE一」劇PハN第 5回全国大会を終えて

近江満里子 (東京工科大学非常勤講師)

ミンミンゼミ

紅色の萩の花が咲い

ている。足元の石畳に

はもう花び らが吹き寄

せられていて、見上げ

ると、まだ緑色の葉の

間からプラタナスの実

が黄色くなり始めているのがわかる。聞こえてくるの

はセミしぐれとコオロギの鳴き声だけ。

夏の余韻と秋の訪れを同時に感じさせる立教大学武

蔵野新座キャンパスで、ASЫ}J2姐PハN第 5回全国大

会が開催された。今大会の特筆事項は、初のASLE―

國己懇 単独開催が試みられた点である。いったいどの

くらいの人数が集まるだろうか――期待と一抹の不安

をいだきつつ、最後の準備に入る。

大会 3日 前。準備会場へ足を踏み入れると、大学院

生たちが各々筆を手にして白紙の一点をじっと見つめ

ている。近寄りがたい。なるほど、自然との交感

をめざすASLE一J2姐R今卜の大会は、精神統一から始

まるのかと感心していると、書くのは名前ばか

り。掲示物の準備の真っ最中なのだった。いつも

そうだが、今回もボランティア大学院生の方々が

最初から最後まで大活躍することとなる。

大会前日。ととろの森エクスカーション付きの

学会なんて2唖3LE JttPハNだけだ。担当者は小谷一

明氏。コースが 5キロから2キロに短縮されたに

もかかわらず、 (私 を含め)猛暑の中を歩き通す

自信がなくてあきらめた人が多かったのがなんと

も残念。翌日、参加者からの嬉々とした報告を聞

くと、やはり行けばよかったと悔やまずにはいら

れない。

大会初日。総会に続いて小林忠好氏と塩田弘氏

の発表が行われる。そして三木卓氏の講演。三木

氏の個人史にそって、昆虫との出会いを中心とし

たス トーリーが次々に展開される。幼少時に父親

4
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トトロの森でネイチャーゲーム&散策

――一一一一第 5回大会エクスカーション企画――一一

赤嶺玲子

映画『となりの トトロ』が私は好きだ。 2

人の姉妹が田舎の学校に転校してくる。そこ

の里山には トトロー森の精ともいえるが、妖

精的な優雅なものではなく、太っている、と

いうかほとんど球状の巨大なネズミのような

いきものである一が住んでいる。幼く無邪気

な妹の方は自然そのものという感じで、何の

違和感もなくトトロとの遭遇を果たしてい

る。印象的なのは姉が トトロと出会う場面

だ。学校帰りに雨に降られて、ほこらで妹と

雨宿 りをしていた姉に、同級生の男の子が無

理や り傘を手渡して雨の中を走り去ってしま

う。傘をさし、バス停でバスを待っている間

に眠つてしまった妹をおぶって、さらに遅い

バスを待ち続ける。雨音だけがとぎれなく響

き、その雨音に意識が同化したようになった

とき、 トトロがとなりに立っている (6頁へ)

ミズナラ
ョナラ

がファープル昆虫記を読んでくれたこと。夏の日、

裸足で赤土の上を蝶を追って歩いたこと。勤めをや

めたら、それまで遠ざかっていた虫たちへの興味が

よみがえってきたこと。自分自身の体験をも重ねな

がら三木氏の講演に聞き入っていると、いつのまに

か氏から問題を提示されていることに気が付く。一

つの風景を見てその中に何があるかを読みとろうと

する一―自然と人工をあわせもつ風景から、現在の

日本を読みとろうとする一―そのような能力をもつ

ことが、その人の人生の充実、豊饒につながるので

はないだろうか。氏は続けて語る。今日も帰ってく

るまでの間にアリをふみつぶしていたかもしれな

い、そのことを意識することが大事ではないだろう

か。「共生」という概念が新鮮なイメージに満ちた

具体例によって示されて、聞く側はその個々の

ディーテイルをそれぞれ心の中で反努し始める。自

分で見たものを自分の文章でできるだけ再現した

い、誇張のない文体で身の回りを捉え、自然観がに

じみ出るように書きたい。そう語られる三木氏の信

念は、そのまま聴衆の課題となっていく。

そして、お待ちかねの懇親会。が、実はその日ア

ルコール類をエンジョイできたのは奇跡に近かった

という事実を知る人は少なかったはずである。「今

回だけ特別にOKとなりましてね。みなさんラッキー

なんですよ。」なんでも立教大学キャンパス内で

はアルコールの摂取は御法度。会場となったチャペ

ル会館のみ、まだ規則が確立していないとかで許可

がおり、その結果我らが懇親会は立教の歴史に残る

大イベントとなったのである。さらに、北陸の城下

町から「女性会員の皆さん、ボクのことを忘れない

で下さい !」 という熱いメッセージも届き、実に盛

り上がったこと ! また今回は、出席者全員による

自己紹介もあり、家庭菜園での虫との近接遭遇な

ど、思いがけない体験談が多数披露された。

さて気分も新たに大会 2日 目。午前中は阿部治、

伊藤詔子、岡島成行各氏の発題及び稲本正氏司会に

よる討議。大学教育における環境教育をめぐる歴史

や問題点などが提示された。午後は「幻想としての

自然」というタイ トルにて大神田丈二氏の司会のも

と、生田省悟、石井倫代、野田研一各氏によるシン

ポジウム。

出席者数が気になる今大会であったが、 3日 間を

ふりかえってみると多くの方々のご協力に支えられ

て盛会となったと言えよう。ほっとして会場を出る

と、相変わらずセミの声が聞こえ、萩の枝が風にゆ

れている。エレベーターの中に入り込んでいた太っ

たコオロギは無事外へ出られただろうか。
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ことに気づくのである。笑いをかみころしたようなす

まし顔で。姉ははじめ自分の目を疑うが、この存在を

驚きや喜びや楽しさとともに受け入れる。姉妹がネコ

のバスに乗って空を駆けめぐったり、植えた木がどん

どんのびていったり、この映画はエコロジカルに快い

視覚的イメージ世界である。

私たちが訪れた トトロの森は、西武球場前駅から市

街地を15分 ほど歩いた所にあった。去りゆく夏を惜し

むように、ツクツクボウシが森中に声をりんりんと響

かせていた。その声に混じって、学校のチャイムらし

き鐘の音がかすかに聞こえてくる。秩父連山へ連なる

狭山丘陵に広がる トトロの森は、『となりの トトロ』

に象徴されるような里山の自然の宝庫なのだという

キャッチフレーズも、この場所に実際に立ってしまえ

ばたしかにうなずける。森の入回近くのテープルやベ

ンチに荷物を置き、エクスカーション担当の小谷さん

をはじめ 9人の参加者は輪になってネイチャーゲーム

講師、降旗信一さんの言葉に耳を傾けた。「ネイ

チャーゲームは、アメリカのナチュラリス ト、Joseph

Cornellによって発表されたSharing Nature With

Childrenをベースに創られています。森を散策しなが

らいくつかのアクティヴィティーを通して 5感を使

い、楽しみながら自然との一体感を感じてみましょ

う」降旗さんはにこやかに語る。

その場で最初のアクティヴィティーである、「アイ

スプレーク」と呼ばれる参加者同士の自己紹介と、自

然体験の語 り合いに入っていった。小松さんは、さま

ざまな木や花の名前を驚くほどよく知っていた。幼い

頃は東京もこんな自然でいっぱいだったけれど、それ

が壊されるのはすごく速かった、と教えてくれた。そ

れから降旗さんの合図に従って、池の方へと皆で歩き

始めた。岩政さんは歩きながら、葉を茂らせて道端に

立つ木を指さして、「あ、うるしの本だ。子どもの

頃、この枝を折って、子ども同士で相手を枝でえ―い

とたたき合ってけんかした。次の日に顔や体中がはれ

て大変だったよ」とのびやかな声で話していた。

蝉の声が森中にこだましていた。木々のにおいや、

森全体が発する気に心地よく包みこまれているように

感じた。池のほとりに皆で腰をおろした。聴覚や視覚

といった感覚をとぎすますアクティヴィティーとし

て、「音いくつ」 「サウンドマップ」についての説明

があった。座ったまま 1分間目をとじ、音がいくつ聞

こえるか数えた。蓉、飛行機、葉を揺らす風、池の水

蔓をたたくトンポの羽の音など、 4つから8つほど挙

がった。それから各自好きな場所に散って、どの方向

からどんな音が聞こえてくるかを絵にするサウンド

マップを描いた。しばらくして、皆集まってサウンド

マップを見せ合った。林さんは、池を中心にして水面

に波紋が広がるようなデザインの、丹念で素敵なサ

ウンドマップを見せてくれた。

池のほとりから離れて、森の小径へ場所を移し

た。「カモフラージュ」というアクティヴィティー

は、小径にそって前もって降旗さんの助手の方が準

備した、自然の中に隠れた人工物を見つけて数える

というものだった。草の上に小さなあいぐるみの ト

トロがいる。私たちは笑いながらひとつ、と数え

た。ビニール製のつたの葉やぶどうの実、本から落

ちたいがぐりに混ざって置かれた特大サイズの人工

いがぐりなど十数個見つけていつたが、皆で何度探

しても見つからないものがひとつあった。土の上の

安全ピンだった。

「サイレントウォーク」は、特定の区間をゆっく

り、話をせずに歩き、おもしろい動物がいたら親指

を、植物なら人指し指を、どちらでもなければ子指

を立ててパー トナーに知らせ、自然へのきづきを共

有するというものだった。ゆっくり歩き始めなが

ら、草の影に白いきのこを見つけ、私はパー トナー

の斎藤さんに人指し指で指し示した。斎藤さんは

笑ってうなずきながら、人指し指を立てていた。斎

藤さんが指し示す方を見ると、背の高い草につたを

からめたスイカズラが実をつけていた。

区間の終わりに来て、皆でそれぞれの発見を報告

し合った。小谷さんの「変わった蜘蛛、 6本足の蜘

蛛がいました」との報告に、一同えつ?|と 言って見

に行った。葉の上のその蜘蛛を観察した降旗さん

が、「あれ ?8本ありますよ。上の 2本がくっつい

ている」と言った。くすくす笑いながら、なんだか

平和だなと感じていた。言葉のない世界から言葉の

ある世界へ戻ってきて、何かほっとした気持ちで声

を出したものの、言葉は特に必要なものではない気

がした。ペットボ トルから渇いたのどへ水を流しこ

む。少し疲れを感じた。反射的に腕時計を見ると、

午後 4時を回つていた。もう森に陽は入らず、少し

うす暗くなって、森全体がしつとりと落ち着いたよ

うになっていた。森が静まってきたなと思った。し

かしそうではなく、静まってきたのは私たちの方な

んだろうという気がした。

夕暮れの近づいた雑木林へ入っていった。降旗さ

んが聴診器をとり出し、私たちに順番で木の申を樹

液がめぐる音を聞かせてくれた。本の鼓動は、 ドッ

クンドックンとはっきり聞こえた。それからペアを

作って、互いに相手の本を選び、相手にバンダナで

目隠しをしてその本に会ってもらい、後で目隠しを

解いてその本を当ててもらう、という「わたしの

木」のアクティヴィティーに入った。

私はカナダからやってきたアンナさんに手をひか

6
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れ、枯れ葉の上をさくさくとしばらく歩き、 「わたし

の木」に触れた。木の幹は比較的に細くざらつき、足

もとの土はやわらかく、ゆるやかな斜面になってい

た。元の場所に戻って目隠しを解かれ、振り向いて木

を探してすたすた歩き始めた私は、アンナさんに

「ちょっと方向が違いますね」と笑いながら流暢な日

本語で修正され、改めて方向を定めて歩き出した。林

の奥にある 1本のきゃしゃな木が、まるで光を発して

いるように際立って見えた。「ああ、あれだ」と私は

走っていって、その本に触れた。アンナさんが言って

いた、その本は上の方で 2つの枝に分かれているとい

う特徴には、その後で気づいた。本はたしかに生きて

いて、鼓動を持ち、人と本は何か似た (少なくとも、

どちらもネイティヴアメリカンが言うところの
istanding people'だ )生き物だという気がした。目を

閉じてその本に会った時、知らずのうちに私たちは交

感していたのかもしれない。そして目を開いてその木

を見た時、外見ではなく木のなかの何か、いわば魂の

ようなものが、私を呼び寄せたように思えた。その何

かを私は<光>と認識していた。

静けさが森を満たしていた。うす暗くなった林の

本々の間に、半日しか時間を共有していないのに、親

しみや懐かしささえ感じる人々の姿が見えた。ああこ

の森には、たしかに森の精がいるかもしれないと思え

た。 トトロのような。降旗さんが、アヒルの鳴き声の

笛を鳴らした。

*ネイチャーゲーム講習会に関するお問い合わせは、

社団法人日本ネイチャーゲーム協会 (TEL03-5376-

2733)ま で。

ASLE―Japanの メーリング・ リ

ス トに参加しましょう。
ASLE」 apanの 会員が情報交換や事務連絡をするための

メーリング・ リス ト、aslejを運営しています。メンバー

|&へ SLE―」apanの会員に限らせていただいていますの

で、登録は手動で行なっています。メンバー登録ご希望

の方はtuti@icarus.1lcs.hokudai.ac.jp(土 永)までメール

アドレスをお知らせください。その際に、ご自分のメー

ルアドレスをASLE―」apanの 会員名簿に掲載して公開し

てもかまわないか否かをお書き添え下さい。なお、この

登録申し込み方法は変更されることがあります。

最新情報はhttp://icarus.1lcs.hokudai.ac.jp/aslei/

aSleiml.htmlで ご覧下さい。

「文学」は 「自然保護」の力になるか ?

―「藤前千潟」問題を例として一

亀井浩次 (「藤前干潟を守る会」/名古屋市

立若宮商業高校 )

桜田へ鶴鳴き渡る年魚市潟潮千にけらし鶴鳴き渡る

『万葉集』所収の高市黒人の歌である。「干潟」に

関する文学作品はけつして多くない。よく引用され

るのはこの歌の主題は旅人の心理描写 (千潟が干出

して通行が容易になるのを喜ぶ)であって 「年魚市

潟」は背景にすぎない。とはいえ、 1200年 前の

名古屋市南部の姿を詠んだものとして資料的な価値

もあり、「愛知」という県名のもとにもなった作品

と して重要 で ある こと

に変 わ りはな い。読者

の 勝 手 な 思 い 入 れ で

「千潟 」 の姿 を求 め る

のは筋違いであろう。

この歌 か らも知 れ る

よ う に 、 古 代 (～ 近

世)、 名古屋市南部は一面の干潟であった。濃尾平

野の南部全体が湿地帯を形成 しており、それに続い

て広大な千潟が広がっていたと考えられる。織田信

長に抵抗した長島の一向一揆や、東海道の「七里の

渡し」 (熱 田～桑名間は陸路が使えないため海路が

基本であった)等、すべてこのWETLANDが 背

景としてあつた。低層湿原や塩性湿地など、さまざ

まなタイプの湿地がいりくんだ、大規模なウエット

ランドであっただろう。それが近世中期以降、主に

農地拡大のために干拓がすすめられ、現在のような

海岸線が形成されてきた。戦後の鍋田干拓 。木曽岬

千拓 (千拓してみたものの使い道もなく、帰属問題

でもめていたのは周知の通り)までで埋立もすべて

完了し、なぜか名古屋港内にぼっか り残ったのが

「藤前干潟」であった。そこはシギ・チ ドリ類、特

にハマシギの国内最大級の飛来地 (シベリアとオー

ス トラリアを往復する際の中継地である)である。

藤前千潟が名古屋市の廃棄物処分場計画の予定地と

されて以来、保全運動と行政とのせめぎあいが続い

てきたこと、そして昨年1月 、処分場の着工を目前

にして計画が撤回され、保全が確定したことは報道

等でご存知であろう。

ここ数年、「藤前千潟を守る会」スタッフとして

微力ながら活動を続けてきた私としてはまったく予

コチトリ
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想外の喜びであった。とはいえ、この「藤前」保全の

裏には、一昨年の「諫早湾千拓事業」の反省があり、

さらには次の「東京湾・三番瀬埋立計画」もひかえて

いる。全国的な、さらには国際的な干潟保全の流れの

中の一部であって、100筋ばかりの保全で喜んでもい

られない、というのが客観的な現状といえる。

題にあげた「『文学』は『自然保護』の力になる

か ?」 という問いかけについてだが、少なくとも私に

関して言えば、藤前干潟埋立計画を撤回させるため

に、文学的なアプローチが何らかの効果を持ち得ない

か、という期待感は相当強いものがあった。全国の環

境問題の現場には 「何か新 しいアプローチの仕方

は・・・・」と同様の悩みを抱く人が相当の数いるは

ずである。そのような現場にとって、「文学の純粋

性」という主張がど

れほど空虚に感 じら

れることか。突き詰

めていくとこれは、

「ネイ チ ャー ライ

ティング」の存在意

義にもかかわってく

る問題であろう。

結論めいたことを

言 う と、 「藤 前千

潟」問題において、

その解決のために「文学」が力になったとは言い難

い。基本的にはそのような (文学を環境問題の現場と

結びつけるという)発想自体が、方法論も含めて未整

理であったことによると思われる。たとえばアメリカ

でいえば、 「ミュアがルーズベル トをヨセミテに連れ

て行き 。・・・」とか 「『沈黙の春』を読んだケネ

ディが・・・・」といった例がよく引かれるが、それ

らはどのように分析され、整理されているのだろう

か。そしてまたそのような研究の日本的な応用につい

ての可能性はどうか。たまたま幸運にも「藤前」は

「文学」の力をかりることなく解決に至ったが、国内

をみてもまだまだ多くの問題をかかえる現場があり、

それらの場では 「文学」も何 らかの役割を果たせるか

もしれない。 「藤前千潟」で得 られた経験をベース

に、もう少 し実践的なアプローチの仕方を考たいと

思っている。なお、読者の方でよい資料などご存知で

したらご教示いただけると幸いです。できれば日本語

で 。・・・

皆様の投稿をお待ちしています。ご意見や日頃の活

動、論文や雑誌記事、事件などご紹介下さい。

書誌 情 報

◆五十嵐敬喜、小川明雄『図解 公共事業のしく

み』 (東洋経済新報社、1999)続 々実施される無駄

な巨大公共事業は21世紀の環境と財政を食いつぶ

す。600兆 円にのばり更に膨らむ一方の国と地方自

治体の長期債務残高、止めどなく破壊される環境、

土建国家日本のしくみが分かる本。自然、環境、あ

るいは独立行政法人等を論じるならば先ずこの本に

目を通してからです。 (加藤 )

◆小沢徳太郎『21世紀も人間は動物である一――持続

可能な社会への挑戦 :日 本vsス ウェーデン』 (新評

論、1996)持続不可能な道を惰性的・盲目的に突き

進む日本社会に対し、希望のあるオールタナティヴ

を提示する本です。 (加藤 )

◆Anen,Mary.ノ生lfrn」shノ4me万
“
n3飽raι ure.

Urbana;Un市 ersity of 11linois P,1983.ア メリカの

文学作品だけではなく世界文学における動物の表象

についても触れた研究書.参考図書的にも利用出来

るし,歴史的研究書としても読みやすい。 (山城)

◆Blew,Mary Clearman.B(刀 e De(pね

Landscapef Essays ofa Wri″ ng,Readett and

PFa“.Norman,OK:U of Oklahoma,1999.著者

の過去と現在の場所であるモンタナやアイダホにつ

いて回想しながらアメリカ西部の歴史――例えばルイ

スとクラークの探検など――私的な語りを混ぜながら

展開していく。最近評価が高くなっている作家 .

(山城)

◆Gates,Barbara T.,and2牡 ln B.Shteir,eds.

Aりιu[さ]οcuencefフツlοrrlen Refr〕 scribe Science.

Madison.Wisc.:1」 Of Wisconsin P,1999.女 性科学

者に焦点を当てて自然と科学の関係を違った角度か

ら論 じる批評論文集.例えば映画『霧の彼方に』で

知 られる女性霊長類学者Dian Fosseyの 映画でもイ

メージがいかにイデオロギー的なものに満ちている

か,など,興味深い批評論文集.(山城)

◆Gal■7in,」ames.Fendng tte SbZ′ A IVOvで f.

NeⅥZ York:Henry Holf&Company,1999.Tlle

Meadowsで知 られる作家の初めての小説作品。一

貫 したテーマである牧畜業と場所の問題をアメリカ

西部の歴史 と重ね合わせなが ら詩的に描 こうとす

る.(山城 )

◆Kroeber,Klrl.Ecofogic‐af Liたracy C″″εfsrlf

Ro■lan″c lnlagFnhg and tfle Bidogy οfA″nd.

New York:Columbia UP,1993.著者によるとイギ

リスロマン派の詩は本質的に政治的であり,詩人達

も社会的な問題を急進的に取り組んでいるとする。

独自のエコロジカルな批評はアメリカのエコクリ

ティシズムとは一線を引く。 (山城 )

8
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◆Lane,」 ohn,and Gerald Tllurmond,eds.The

7oods Stκιched for]″ fFesf AりwAりιure Wriしing

from ιhe Sα lι力。 2へthens:U of Georgia P,1999.お

そ らく最初の現代アメリカ南部の風景を扱 うアンソロ

ジー.一八人の作家はBar″ Lopezや E.〇。Wilson,

Marilou Awiaktaな どの有名作家か ら地元の作家まで

バ ラエティーに富む。 (山城 )

◆Roorda,Randall. lDrarrlas oF Sο ffιudef

Nbrra″た s οfRりしreaι  frl∠生rlerttn Naι LIre Nrヽしing.

赳bany:SUNIY,1998.ネイチャーライティングに表

れる自然へのretreat(静修)の形態を語りの観点から

研究.」ohn Muir,John C.Van Dyke,Wendell

Ber町等の作家をむ しろ構造主義的な立場で論 じる。

(山 城 )

●P371e,Robert lⅥ ichael.Chaslhg Monarchsf A

Migra″ orlル 71ι力ιο Buιιer■es οf Passage.Ne、 v

York:Houghton Mifflin Co.,1999.オ カバマダラ

(チ ョウの一種)について,鱗翅類の学者でもある著

者が,ユーモアも交えなが らその移動について思索を

巡 らせる。読後には確かにオオカバマダラに対する見

方を豊かに変えてくれる.(山城 )

◆Sanア er,stephanie L. こj:rleven Lndf Aり ιύθ and

∠4gricufι ure fr1/1■ lcH囲■WriLing. Lincoln and

London:U of Nebraska P,1999.環境倫理学的な見

地か らアメリカにおける農業と自然の関係を歴史的に

分析.扱 う作家はEmersonや Hamhn Garland等 ,

視点は新 しく,分析は委曲に富む.(山城、結城 )

――――以下のものは Scott Slovicが 最近新 しく編集

したクレドシリーズの本です。どれも編者による書誌

情報や作家についての情報が充実 しているだけではな

く,更に編者と作家の個人的な関わ りなどが伺えて興

味深いシリーズです。 (山城 )

◆Bass,Rick.BrcDNBDο g οF tteンちa■f Essays ofo

4rι afld Ac″L7islll.Ed. Scott Slovic.The Crcdo

Sero Minneapolis,MN:Mllkweed,1999.(山 城、結

城 )

◆Rogers,Pattiann. The Dreanl οfιわθ]νbrぬ
Wren.Ed.Scott Slovic.Tlle Credo Ser.

Minneapolis,MN:Mllkweed,1999.(山 城、結城 )

◆Sanders,scott Russell.η た CοLmし″ οf

■anguage. Ed. Scott Slovic. The Credo Ser.

Minneapolis,MN:Mikweed,1999.(山 城、結城 )

◆Kittredge,ヽ Villiam. Sιοらをθ〃fng and Bere■  Ed.

Scott Slovic. The Credo Ser. Minneapo五s,h71N:

Nll]Qveed,1999.

―一一更に以下の次の作品も同シリーズか ら近々刊行予

定です.」ohn Daniel,A騰 on Hattthorne Deming,

Robert Michael Pyle,2牡 ln Zwinger.(山城)一  ――

◆ケビン・ ショー ト『ケビンの里山観察記』 (講談

社、1995)自然環境の具体的事物に自分から近寄って

みる。 (加藤 )

◆内山節ほか『市場経済を組み替える』 (農文協、

1999)ローカルな営みと、世界市場を前提とする経済

の間にいかなる関係を作 りだしたらいのか ?(加藤)

◆多田道太郎編『環境文化を学ぶ人のために』 (世界

思想社、2000)「環境」をめぐる言説はどんどん連鎖

反応を起こしている。 (加藤 )

◆南研子著『アマゾン、インディオからの伝言』 (ほ

んの本、2000)こ の元気さを見習おう。 (加藤)

◆徳井いつ子『インディアンの夢のあと』 (平凡社新

書、2000)力 まないで読める本。 (加藤)

第 11回エコクリティシズム研究会のお しらせ

日時 : 2000年 11月 12日 (日 )

10:00～ 16:00
場所 : 広島大学千田キャンパス (広 島駅より

広電で大学前下車 )

1.研究発表

2.紹介批評書  Winiam crOnon ed.,

こんncmlnofo Ooundf ROしhinttfng ιhe Human
Pfacθ ■oAりιure(Norton,1996)

3.輪読 L.M.Silko,SEott」 び 鯰Кade

Publishing,1981)

問い合わせ先 :広島大学総合科学部

伊藤詔子

81-824-24-6435(office phone)

81-824-24-0755(offlce faxp

shokoi(Chiroshirna― u.acjp

9

メ 7卜
llム ゾ

Iへ cヽ _orm



Juy 15,2000 ASLE―Japalll Newsietter No,9

去る6月 「ア メ リカ の 生活 と文 筆 の 中 の食 物 と農 業 」 と題するシンポジウムがASLE後援の

行事として開催されました (20∞午6月 15‐ 17日 、米国メイン州ユニティ・カレッジにて)。 文学、有機農

業、食物とライフスタイル、民俗、言語、食料と環境、グローバリゼーション、など自然や環境を論じる

上で避けて通れない話題が沢山とりあげられた様子です。ASLE―」APAN企画の秋のシンポジウム「国立公

園の自然と里山の自然」と共通する関心がうかがえるように思います。それにしても、おいしそうなシン

ポジウムだったようです。主宰者アリソン・ウォーレスさんのご報告をご覧下さい。

ASLE Symposiunl on
"Food and Farnling in American Life and Letters"

Deemed a Delicious Experience

―Allison Bo Wallace,Unity College ofヽ髪五ne

:'We、
vere a small cornlnunity right from the

beginning,1ヽTites John Gourhe(Quinnipiac College),

rather than individuals lost in the anonynlity of a

large conference.Tlle、 veekend ofJune 15-17, 」ohn

and twenty― four other scholars,teachers,Ⅵ′riters,

and farmers― hailing frorn parts of the northeast,

South Carolina,Ohio,and as far a、 アay as Utah in one

direction and England in the other―came together

in Unity,Maine,to explore the significance of

literature and language to our experiences of food

and the farrning that provides it. Held in the New

England一 style post一 and― beam"Cornrllon Ground"

conference center run by the Maine Organic FarIIlers

and Gardeners Association(MOFGA),this
symposiurn was ASLEIs second effort to date at

convening a handful of people deeply interested in a

focused issue.(The irst such lneeting、 vas the 1996

symposiurrl on Pacific Rirn literatures, held in

Ha、valli。 )

Papers presented ran the gamut from
ecocriticisrn of canonical authors(Robert Frost,John

Burroughs,Ken Kesey,ヽ Villa Cather,andヽVendell

Berry,for example)to critiques of the language

employed by blotechnology; from personal
narratives on farrlling,gardening,cooking and

eating to an"eco一 folkloricW study of the differing

significances women of various ethnicities bring to

their gardens in the American west;and from

analyses of cookbooks to exposes of the genetically

modified ingredients readily found in inost natural一

foods stores. During Q and A,over coffee breaks,

and during meals― ―but of coursel― ―symposium
participants discussed these and many other related

issues,fronl agiculture:s heavy ecologicaltou to the

ontological strangeness of eating itself. If

British writer Willlalll Ralph lnge is right in

colnlnenting that all of nature is a collJugation

ofthe verb‖ to eat,"then、 vc covered quite a lot

of natural grarlllnar alllong ourselves in a ve″

short time.

2へnd speaking of eating― oh boy,did、ve

everl Praise and glory go to Unity caterer

ⅣIelissa Bastien for her generous,banquet― stゝ″le

luncheons featuring such organic foods as

peas, spinach, beets, potatoes, portabello

mushroolllS,rhubarb,stra、 vberries,and the

like,aH procurcd from local farmers,a list of

wholl■ graced every table.Even the flowers一

chiefly tan, pink and ptlrple lupines from

Melissa's garden― were organic and iocal. フヘdd

to all this the colorful tablecloths,・ real‖ dishes

and flat、vare,the tinkling of wine glasses

around delectable hors dicで uvre boards set out

for the keynote authors'receptions,and it's no

wonder one participant renlarked after、 vard

that the entire symposiun■ felt like one long

dinner party.

Other highlights fronl the weekend

included readings by Jane BrcK and Carolyn

Chute. Brox isthe author of Lbre and Nο where

EIse and Ffye Tflοusand Daン「s Li■ e tΠIFs One,

noniction works on her farrning fanlily and the

surrounding Merrilllack(Massachusetts)

Valley;Chute is the author of TJle Bθ al〕 s οf

Egypι,Maine and three subsequent llovels,all

of which concern rural northeasterners and the

poverty imposed upon thern by contemporary

econorIIlic trends. Tlle Fertile Mind Bookstore

10



July 15,2000 ASLE― Japan Newsietter No.9

(froln nearby Belfast,Maine)rllade these books

and rnany other literary treatinents of food and

fanning available for purchase at h〃 o long display

tables.MOFGA:s Executive Directory,Russell

Libby,led a、 Zalking tour of the 200+acres of

experiinental garden plots surrounding the

CornIIlon Ground Center,and local organic一

vegetable farmer Tom Roberts presented a slide

show on his efforts to educate(as lven as feed)his

customers in the importance of grouring food in

ecologically and socially responsible ways.

Evenings included excursions to the N〔 aine coast,

as、vell as an impromptu visit by some of the

group to the trial fields of、 vorld一 famousJohnny's

Selected Seeds(a JSS seed expert happened to

number among the participants,and she happlly

obliged people's interest in touring the farln). On

the symposiurll's final day,participants who

where able to stay chose betu/een,on

the one hand, 、vorkshops and a
solstice celebration sponsored by the

local stoneworkersi guild,and on the

other,a van trip to Nlorris Farm in

Vヽiscasset,where a collllllunity non―

profit group is demonstrating that a

special farnily farnl can sunZive the

death of the last falllily member

、、41ing to farm it.

In a letter he sent ine、 veeks

after、vard,symposiuln presenter Blll

Conlogue(MaryⅥ Zood University)

COIIlrllented on the significance of the

meeting to participants'efforts to

widen the ecocriticallens,which some

see as too narrowly focused on

、vriting about w7ilderness and wildlife,

to the exclusion of humanly inhabited

environments: "We canit live in the

world without using nature,and our use(and

abuse)is IIlost visible in our rural areas. Al■d

there are so IIlany socialjustice questions at stake

here. Ignoring food and farlning as areas of

literary study is to abandon our imaginative

response and definitions of each to those、 vho are

more interested in collllnodifying than caring for

them.‖  I can think of at least twenty four other

scholars wllo couldnit agree rnore.

Some presentation titles and their authors:

(]趾lis is not an exhaustive list.)

"Gardens of Sustenance and Health,"Tamara Fritze,

Utah V」ley State College.

“Full Circle:A Return to Natural Farrning,W Suellyn

Shupe,Grailville Farm.

"Advocating Sentience:Ken Keseyis Fictional Farm,"

Bennett Huffmal■ ,Un市ersity of Liverpool.

"Phases of Farin Life:The Agricultural Writings of」 ohn

Burrotlghs,"Jeff Walker,Vassar College.
HOn the lmportal■

ce of Otvning Chickens,"Mark Cladis,

Vassar College.

"Unearthing the Georgic in American Literature,"

Willlaln Conlogue,Ma― ood l」 niversity.

"Biting illto al1 0rallge,“ Toln Cheetharn,Unity College

ln Maine.

"Creating Sacred Space,1」 ohn Gourlie,Quinnlplac

College.

"The Language of
Biotechnology,“ Shepherd

Ogden,h Cook's CJarden.
"GMOs4 U:Biotech Foods

Vヽhere You Least Want
Them――At the Co― op,‖

SydneyLandon Plum,
University of Connecticut.

¬Vitness," Linda
Tatelbaum,Colby College.

"Frorn the F∞d Chain to a

Chain of Empty Signifiers:

The Contest for NIeaning

(fulness),"Eric Ban,Ohio

State University.

ASLE members interested in papers presented

at the symposium would do well to watch
upcorning issues of Organfzaι fοn and
Er2vttonmenl,which is considering several of

theln for pubLcation. For a complete list of paper

titles and contact info on presenters,Ⅵ Tite lne at

<awallace@unity.unity.edu>.

―Allison B.Wanace,unity Cokge of Maine
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エコ・スマート・ホテル
上地 直美 (イ ンディアナ)

アメリカ合衆国誕生の地、Philadelphiaに 昨春(1999

年)、 『エコ・ スマー ト・ ホテル』と呼ばれるecology

を全面的に強調したホテル(Sheraton Rittenhouse

SqllЯ re Hotelin Philadelphia,PAlが オープンした。ま

ず、ホテルに入ると、ロピーの前の12メ ートルの巨大な

竹が目を引く。竹は、他のどの植物や本よりも空気の浄

化能力に優れ、35%も 早く酸素を生産するという。全館

を通じて、この竹の効用を生かし、ロピーの壁材も客室

同様に竹。壁の塗料は、殆どの有毒物質や揮発性物質

ⅣOCs)を排除している。ホテルのフロントデスクやレス

トランのテープルは、リサイクルのガラスと花こう岩。

ロビーの床も、るり色がかったブルーとホワイトのタイ

ルで、滝の後ろのタイル同様、93%リ サイクルの花こう

岩でできている。また、ロピーの横のレストランは、有

機農法で栽培された新鮮な野菜を使つての料理を心がけ

ている。

客室は、24時間、新鮮な空気を循環させるため、高精

度フィルターを使用し、空気中のカビ、花粉、細菌、ほ

こりなどの60%を 取り除いている。温度調整も各自自由

にできるように配慮されている。室内のカーペットは館

内同様、丹念に加工が施され、悪臭や有毒物質を排除す

る特殊な合成繊維が使用されている。だがこれも100%リ

サイクル。更に、客室のテープルや椅子も、廃船のパ

レット (荷台、床)の リサイクル。しかし、個々の部屋

がゆったりとくつろげるように広めにできているのは魅

力的だ。また、快適な眠りを提供するため、ベッドは

シーツから枕カバーに到るまで、有機農法で採取された

100%organic cotton(綿 )で、 毛布も100%pure wool

(純毛)。 浴室の石鹸、シャンプー、タオル、ローション

に到るまで、細心の注意が払われ、無香料の自然製品を

置いてくれている。一泊、S87か ら$150。 季節や曜日に

よつて値段が異なる。私が宿泊したのは、夏だったが、

正面の公園からのさわやかな緑の風が樹々を吹き抜け、

開け放したレストランの窓から、朝食にNattlral Flavor

を添えてくれた。ホテルはPhiladelphia空港から12 mile,

タクシーで$25、 シャトルバスで鍵。アームトラック鉄

道の30th St.駅 から、2 mile、 タクシーで$6。

ASLE―Japar2情報

1)役員会

5月 に役員会が開かれ、全国大会予定や次期代表お

よび役員選出について話し合われました。

2)会費

2000年度会費 (年会費 : 一般 5000円、学生

2000円 )納入お願いします。

3)会誌編集委員会

「文学と環境」第 3号は 10月 上旬発行の予定で

す。掲載論文8点、書評 4点。

4)出版関係の会員の方々へ

秋の全国大会会場に展示室を設ける予定です。関

係書展示をご希望の方は事務局までご連絡下さい。

POSTSCRIPT
● 印刷関係設備が使えないため延び延びになって

いた「ニューズレターNO。 9」 、ようやく発行でき

ました。遅延をお詫びすると共に、ご寄稿下さった

方々、発行 。発送にご協力下さった方々に感謝しま

す。

◆ フーム・・ 。するとエコ・スマート・カレッジ

というのも登場するかな。環境イマジネーションと

共に消費も膨らむ一方のように見えて困ります。

ホ 遅ればせながら、日本でも農林漁業と環境の関

係が注目され始めたのか、このところ関連する出版

や活動の紹介が目立ちます。

● 名古屋では2005年愛知万国博覧会と里山保全

の論議が連日、暑く、大相撲以上に激しく繰り広げ

られています。 (KT)
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